
泗水図書館の開館時間を
延長します！

試行期間　６月６日㈮～11月28日㈮
　　　　　毎週金曜日
延長時間　午後６時～８時（2時間延長）
　利用者のニーズを把握するため、開館時間を試行
延長することにしました。どうぞご利用ください。
なお、月末休館日に該当した場合は実施しません。
問生涯学習課　☎0968(25)7232
　泗水図書館　☎0968(38)6866

お父さんありがとう!!

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
６月は「あじさい忌」です。
さて、どなたが好きな花でしょ
うか？　　　　　　　コスモス

耳より情報

泗水図書館
　仮面同窓会
　豆の上で眠る
　ただ一人の幻影
　直木賞受賞エッセイ集成
　右？左？のふしぎ
　70歳を過ぎた親がひとりになったら
　こどもたちへ
　くま！くま！くまだらけ
中央公民館
　オカリナ入門ゼミ
　加齢なる日々
　洞くつの世界大探検
　遺産
　黙示録
　ホップ、ステップ！卓球部
　まちにはいろんなかおがいて
七城公民館図書室
　軍師官兵衛　二
　海うそ
　峠道　鷹の見た風景
　お守り　幸せ手帖
旭志公民館図書室
　高校サッカー心を揺さぶる１１の物語
　丸林さんちのはじめての家具づくりレシピ
　よるのとしょかん
　ごあいさつなあに
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　６月15日㈰は、父の日
です。父の日に合わせて
「父」をキーワードに本を
集めました。
　お父さんを主役とした絵
本など、さまざまな本があ
ります。ぜひお父さんと一
緒に図書館（室）に来てく
ださい♪

☆リサイクル本を配布します☆

　７月５日㈯開催の社会を明るくする運動菊池市集会で、
図書館(室)で使用できなくなった本や雑誌のバックナンバ
ーをリサイクル本として無料配布します。
※本を入れる袋やバッグはお持ちください。
※ 当日は中央公民館駐車場の混雑が予想されます。ご迷惑

をおかけしますが予めご了承ください。

と　き　７月５日㈯　午後１時～（無くなり次第終了）
ところ　菊池市文化会館小ホール入り口
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